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第１４回東日本大震災復興対策本部会合資料

～復興・創生の実現に向けて～

１． 東北における観光振興の取組み
２． 鉄道の復旧
３． 被災地における生活交通の確保
４． 造船業の復興

資料３



50.5

18.4
23.3 28.9

35.4
52.6

64.8

94.6

150
100.0%

65.4%

91.5%

120.1%

161.7%

232.5%
246.2%

275.9%

36.4%
46.1%

57.1%
70.1%

104.0%

128.3%

187.1%

0%

50%

100%

150%

200%

250%

300%

0

50

100

150

2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2020年

東北宿泊者数（万人泊）

全国伸び率

東北伸び率

１．東北における観光振興の取組み

訪日外国人旅行者数の現状と観光ビジョン目標 東北観光復興対策交付金

東北運輸局

最近の主な取組
東北6県知事らによるトップセールス（香港）

日本政府観光局(JNTO)と日本東北六県感謝祭実行委員会（東北運輸局・
東北観光推進機構・日本観光振興協会東北支部・東北6県）は、台湾台北
市において「日本東北遊楽日2017 だいすき とうほく」(H29.12.8～10)
を開催し、東北観光の魅力を強力に発信（3日間で12万4千人の来場者数）

東北6県感謝祭（台湾）

昨年の台湾に続き、風評被害払拭のため香港に
おいて東北観光推進機構会長、東北６県知事、
仙台市長及び東北経済連合会会長らによるトップ
セールスを実施（「香港・日本東北交流懇談会
2017」開催（H29.7.21)）

観光ビジョン推進東北ブロック戦略会議

主な議論内容
・東北のイメージを発信した一体的なプロモーションの手法
・復興・創生期間後を見据えた東北としての観光資源の姿
・オリンピック・パラリンピック開催等に向けて、東北が一体となって観光客
を受入れるための取組

外国人旅行者を受入れるにあたっての、観光資源の魅力向上のあり方や受入
環境課題等に関する今後の基本的方針などを議論

第１回会議 平成２９年 ６月 ９日（藤井国土交通大臣政務官出席）
第２回会議 平成２９年１２月１８日

（平成2９年度予算額：約32.6億円、交付先：6県8５市町村）
主な取組事例

東北の復興の加速化に向けて、地域の発案に基づく施策を支援

仙台・松島復興観光拠点都市圏域DMO組織設立事業（宮城県、仙台市他８市町）

三陸ｼﾞｵﾊﾟｰｸ案内板等整備事業（岩手・青森両県、三陸沿岸15市町村）

見どころや周遊コースを紹介する案内板を設置して魅力を発信

■受入環境の整備

■取組体制の強化
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仙台地域，松島湾地域及び仙台空港周辺地域におけるDMO組織設立に向け
関連団体が一体となり地域連携DMOの立ち上げを行う

東北太平洋沿岸等における受入整備事業（太平洋側4県、仙台市）
平成29年11月仙台市で開催の「世界防災フォーラム」で東北太平洋沿岸
地域の魅力を伝えるため、プロモーションツールの配布や、ポスターの
作成、エクスカーションプログラムの紹介などを実施

■滞在コンテンツの充実化

■2016年を「東北観光復興元年」とし、2020年に東北６県の外国人延べ宿泊者数を150万人泊（2015年の３倍）とする目標
→ 平成29年（年計）は945,560人泊となり、前年と比較して全国は12%増加である一方、東北は46％増加（平成28年は対前年比23％増加）
■訪日外国人旅行者数は、震災前水準まで回復してきたが、絶対数が少なくさらなる取組みが必要
→ 〇東北ならではの地域資源を活用し、地域と連携・協働した滞在プログラムの充実

〇地域間が広域に連携した効果的なプロモーション、受入環境整備の強化
〇地域の関係者が連携するDMO等の取組み体制の強化 を推進

（万人泊）

※従業員数10人以上の施設における延べ宿泊者数（出典：観光庁宿泊旅行統計）。2017年は速報値。

2015年の
３倍へ

前年比
46％増



２．鉄道の復旧 東北運輸局

山田線の復旧工事状況
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東日本大震災により
運休中の区間

富岡

浪江

・ 現在、ＪＲ東日本で 平成３０年度末の
完成を目指して復旧工事中

※岩手県は、復旧工事完了後の平成31年に三

陸鉄道の各駅を中心に「三陸防災復興博（仮
称）」を開催予定

平成３１年度末までの開通を目指す

原ノ町

盛岡

ＢＲＴによる本格復旧
で合意

Ｂ
Ｒ
Ｔ
運
行
中

釜石

宮古

盛

【開通の見通し（平成２８年３月１０日現在）】

（ ※ 震災１０日後：２５路線：２，５３０ｋｍ ）

東日本大震災で被災した鉄道について、順次、復旧が進捗
し、 現在運休中の路線は、２路線 ： ７６．２ｋｍ

・ 平成２９年４月１日 運転再開

・ 平成２９年１０月２１日 運転再開

小高

相馬

運転再開式典（富岡駅）

気仙沼

柳津
常磐線の空間線量率の高い区間の安全対策

用地内の除草や表土の削り取り、マクラギ交換などの除染・復
旧工事を実施中であり、区間全体の約７割で除染完了

（富岡～夜ノ森間）

のり面・路盤の除染（除草）

（夜ノ森～大野間）

のり面等の除染（モルタル吹付、被覆工）

倒壊した橋脚の復旧、盛土、線路の補修・移設、まくら木・
砕石交換、駅新築等により復旧工事中

駅新築

（陸中山田駅）

桁架設（陸上部）

※写真提供：ＪＲ東日本

（大槌川橋りょう）
２０１７年９月

２０１７年７月

夜ノ森

大野

常磐線の復旧工事状況

２０１７年６月

２０１７年６月

２０１７年１１月

陸中山田

大槌川橋梁

鉄道の復旧状況

【ＪＲ山田線（宮古・釜石間）】 55.4km
※ 三陸鉄道へ運営移管予定

【ＪＲ常磐線（小高・浪江間）】

【ＪＲ常磐線（浪江・富岡間）】 20.8ｋｍ

【ＪＲ常磐線（富岡～竜田間）】
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気仙沼市、石巻市、大船渡市及び南三陸町の造船事業者17社、加
えて造船関連事業者２社の合計19社が造船業等復興支援事業費補
助金を申請・認定（補助事業数８件、113億円の補助事業）

認定した８件の補助事業のうち、㈱みらい造船（気仙沼市）を除く
７件の補助事業が完了。移転・集約化し事業を再開

３．被災地における生活交通の確保 ４．造船業の復興 東北運輸局

被災造船所４社が合併及び造船関連事業３社が出資し設立
造船業等復興支援事業費補助金70.3億円（総事業費105.5億円）
でシップリフトシステムを搭載した造船所を新たに建設
平成28年10月に起工式を開催（30年12月完工、31年4月操業開
始予定）

みらい造船完成予想図

シップリフトシステム

みらい造船起工式

【鈴木造船所（石巻市）（H29年6月事業完了）】

【気仙沼市朝日町のみらい造船建設現場
（H29年11月現在）】

【大船渡ドックケミカル（大船渡市）（H29年5月事業完了）】

被災地における生活交通の確保状況

復興事業や避難指示解除等により変化する被災地の移動
ニーズに柔軟に対応するため、バス交通や乗合タクシー等の
運行支援を継続実施。

○被災地域地域間幹線系統確保維持事業：67系統：3県46市町村/483百万円（平成28年）
○特定被災地域公共交通調査事業：185系統：3県25市町村/862百万円（平成28年）

福島県の避難指示解除に伴うバス路線の運行再開状況
（５系統１５市町村 平成３０年１月末現在輸送人員 １８，９４２人）

いわき～富岡線
（平成29年4月運行開始）
H30.1末現在輸送人員
1,796人(@179人/月)

船引～葛尾線
（平成29年4月運行開始）
H30.1末現在輸送人員
4,870人(@487人/月)

船引～川内線
（平成29年4月運行開始）
H30.1末現在輸送人員
5,609人(@560人/月)

川内～上三坂線
（平成29年10月運行開始）

H30.1末現在輸送人員
266人(@66人/月)

南相馬～医大線
（平成29年10月運行開始）

H30.1末現在輸送人員
8,197人(@2,049人/月)

造船業の復興状況

㈱みらい造船
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富岡～川内方面
（平成30年4月運行開始予定）


